
○ 現場代理人・監理技術者 河村 宗弘
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２）工事概要

１）はじめに

論文では、本工事の主工種である底張工における巨石据付作業の安全対策にて報告い

右俣谷右岸底張工工事における安全対策について

株式会社 高田組 右俣谷右岸底張工工事

部の施工を行います。目的として川幅を広げ水や土砂をスムーズに流下させることで周

辺住民の安全ならび異常出水に対する土砂の流出の抑制をはかります。

（工期：平成21年 9月 19日 ～ 平成22年 3月 10日）

本工事は、中部山岳国立公園内 蒲田川支流 右俣谷下流部にて新穂高渓流保全事業と

しての一連の工事であります。主な工事は、右俣谷右岸側において流路護岸の内の底張

施工箇所は、新穂高ロープウェイ及び宿泊施設が点在する場所であるので作業におい

ても周囲に配慮した対策を講じながら現在も進行中であります。

（底張工完了後）
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新規入場者教育(H21.10.27)

うに思えました。

（KY活動）

いる方も何となくピンとこなかったのが実情だと思いました。これでは、いけないと

目の新規入場者教育という形で2時間をかけて行いました。その時に巨石据付作業等

明はしましたが、最初は作業員の方も固定しなかったので、言っている方も聞いてい

についての周知徹底が必要だと思い、いろんな方向から巨石据付作業についての安全

意識の高揚を図りました。

○ KY活動

思いそれから1週間程過ぎ10月末になった頃、作業員の方も固定したので改めて2回

新規入場者教育にて工事内容の説明及び当現場において注意してほしいこと等を説

大災害になることが予想されたので作業にかかる以前の段階で作業員の方に安全対策

○ 事故を未然に防ぐために実施したこと。（今まで現場にて行った事項）

た。また巨石を扱う作業において万一事故が起こったなら、簡単な軽傷で済まなく重

危険を伴う作業についての具体的な注意説明ができたので作業員の方も呑み込めたよ

３）巨石据付作業についての安全対策

○ 新規入場者教育

巨石据付作業を行う日には、朝のミーテイング時に全員で危険ポイントを確認する。

まずはじめに設計図書を見て、この工事にて最も危険度が高い注意しなくてはいけ

ない作業は何かと考えたら巨石据付作業が一番事故の起こりやすい作業だと思いまし
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ました。

(H21.11.23実施)

(11月度)

(赤色点検色)

結束バンド

(12月度)

(白色点検色)

【発生状況】

【対策・処置】

*地切り時、ワイヤーが張った状態で確認する。

*巨石を吊り上げる時は、近くに近寄らない。

（現場にて実践訓練）

◇ 巨石据付作業における危険ポイント及び対策

* 安定した場所で

玉掛け作業を行

う。

◇ 玉掛けワイヤーの知識を持つ。

* 巨石を吊り上げ
ようとワイヤーを
張った時、ワイ
ヤーが滑って巨石
が転がった。

◇ 巨石据付作業によるヒヤリハット報告を読み上げ現場全体で確認後、ならどのよ

玉掛けワイヤーと台付けワイヤーとの違いを資料を見ながら現場にて確認をし

◇ 玉掛けワイヤーの点検（月別点検色テープと点検回数を示す結束バンドの装着）

うな対策が必要なのか話し合った。

（点検1回する毎に結束バンド1個装着する。）

ワイヤーの新旧が結束バンドにより解る。

当現場で使用しているワイヤー

拡大



（巨石の径は、0.5m～2.0mと幅があるので巨石の大きさにより重量の目安を

15m

6m

４）おわりに

となっておりますが、最後まで無事故で完成を迎えられるように務めていきます。

また、今後においても全員で危険の先取りを行うことでさらに安全意識の向上を高め

創意工夫を持って安全に施工をしていきたいと思います。

現在は、工事全体の半分を終了したところです。今の季節は、大変厳しい中での作業

設けたことで配置を予測できる。）

（巨石玉掛作業の危険ポイ
ントの確認）

（ⅲ）巨石を玉掛けして据付までの一連作業における危険ポイントを洗い出した

チェックシートにより作業前に全員で確認し合う。

（ⅰ）巨石は、現地採取であり形が不揃いである。ほとんどが角が立っているもの

ばかりでワイヤーが切れやすい。

据付可能なのかがわかる。(クレーンのつり上げ能力表を作成）

（ⅱ）クレーンにて巨石を吊る際に巨石の見掛重量がある程度解ればどの場所まで

（玉掛けワイヤーの点検及び結束バンドによる点検回数チェック。）
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